
香川県農業・農村の現状等

次期計画の基本目標、基本方針、施策体系

◎ 本県の農業・農村は、基幹的農業従事者の減少や高齢化が進むとともに、耕地面積及び、
主食用米の作付面積の長期的な減少傾向など、依然として厳しい状況にある。
◎ 一方、新規就農者の増加や担い手への農地利用集積が拡大し、農業産出額及び農業生産関
連事業総販売金額も増加しているものの、いずれも全国平均を下回っている状況にある。

項 目

進 捗

項 目

進 捗

2013
(全国平均）

⇒
2023
（全国平均）

2013
(全国平均）

⇒
2023
（全国平均）

基幹的農業従事者数
21.4千人
（37.1千人）

⇒
15.3千人
（24.8千人）

新 規 就 農 者 数
110人
（－）
⇒

141人
（－）

基幹的農業従事者
平 均 年 齢

69.7歳
（66.5歳）

⇒
72.7歳
（68.7歳）

担 い 手 へ の
農 地 利 用 集 積 率

26.8％
（48.7％）

⇒
33.1％
（60.4％）

耕 地 面 積
31,500ha
（96,532ha）

⇒
28,500ha
（91,476ha）

農 業 産 出 額
760億円
（1,824億円）

⇒
978億円
（2,033億円）

主食用米の作付面積
15,200ha
（32,383ha）

⇒
10,100ha
（26,426ha）

農 業 生 産 関 連 事 業
総 販 売 金 額

205億円
（387億円）

⇒
352億円
（470億円）

ほ 場 整 備 率
36.9％
（63.8％）

⇒
39.6％
（68.7％）

多面的機能の維持・発揮活
動 を行 う農 用地面積 ※

13,784ha
（－）
⇒

15,337ha
（－）

【施策体系】

次期 香川県農業・農村基本計画骨子案の概要 （令和８年度～12年度）

◎ 農業経営主の年齢分布のうち、最も多い年齢層は、
2010年は60～64歳であったものが、2015年は65～69歳、
2020年は70～74歳となり、高齢化が進んでいる。

◎ 販売農家のうち、１経営体あたりの販売額
500万円以上の農家約１割で総販売額の約８割
を生み出している。

資料２

※多面的機能支払の活動支援面積のうち、左欄は制度が開始した2014の数値
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パレート分析

経営体数 累計売上比率

（経営体） （占有率）

資料：農林水産省「2020年農林業センサス」を加工

約１割の農家で約８割の販

売額を生み出している

（※500万円以上の農家数
約1400戸）


